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緒 言

非 Ａ 非 Ｂ 型 肝 炎 と 呼 ば れ て い た 肝 炎 は， ウ イ

ル ス カミ想 定 さ れ て い 花 に も 関 わ ら ず， １９８９年 に

な っ て よ う や く Ｃ 型 肝 炎 ウ イ ル ス の 一 部 淋 ク

ロ ー ニ ン グ さ れ， 同 時 に リ コ ン ビ ナ ン ト 蛋 白

（Ｃ１００） を 用 い て ＨＣＶ 抗 体 ア ッ セ イ 系 淡 開 発 さ

れ た カ§， 長 期 予 後 は 明 ら か で な い．

１９８６年 に Ｈｏｏ銃ａｇ１ｅ ら１）が 初 め て 非 Ａ 非 Ｂ 型

慢 性 肝 炎 にイ ン タ ー フ ェ ロ ン（ＩＦＮ）療 法 を 行 っ て

以 来
，
ＩＦＮ は Ｃ 型 慢 性 肝 炎 に 対 し 抗 ウイ ル ス 剤 と

して 有 効 性 を 認 め ら れ て い る．
一 方，Ｃ 型 肝 炎 の 長

期 に わ た る 自 然 経 過 を 知 る こ と は， 治 療 の 適 応，

正 確 な 治 療 効 果 を 判 定 す る 上 で も 極 め て 重 要 で あ

る． そ こ で， 当 院 に て 非 Ａ 非 Ｂ 型 肝 炎 と して 長 期

問 未 治 療 に て 経 過 観 察 さ れ て い た 症 例 の う ち， 後

日 保 存 血 清 に て 第 ２ 世 代 抗 体 測 定 系 に て 陽 性 を 示

し， Ｃ 型 肝 炎 と 診 断 さ れ花 症 例 の 自 然 歴 を 検 討 し

た． 本 論 文 で は， 病 理 組 織 像 の 経 時 的 変 化， 特 に

線 維 化 を 申 心 に Ｌｕｄｗ１磐 物 慢 性 肝 炎 の 新 し い 分

類 の 一 部 を 細 分 化 し だ も の を 診 断 基 準 と して 検 討

し た
．
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３１

対象および方法

当 院 に て 非 Ａ 非 Ｂ 型 肝 炎 と し て 長 期 間 未 治 療

（但 し， 強 カ ミ ノ フ ァ ー ゲ ン Ｃ， グ リ チ ル リ チ ン，

小 柴 胡 湯 に よ る 対 症 療 法 例 は 含 む） に て 経 過 観 察

さ れ て い だ 症 例 のう ち， 後 日 保 存 血 清 に て 第 ２ 世

代 抗 体 陽 性 を示 し， 臨 床 的 に も Ｃ 型 慢 性 肝 炎 と 診

断さ れ， か つ， １９７２年 １ 月 か ら１９９２年１２月 ま で に

５ 年 以 上 の 問 隔 で ２ 回 以 上 肝 生 検 を 施 行 し た３６症

例 を 対 象 と し た
．

ま た， Ｈ Ｂｓ Ａｇ 陽 性 例， 自 已 免

疫 性 肝 炎 の 診 断 基 準 を 満 花 す 症 例 は 除 外 し た． 表

１ に 対 象 の 性 別
，

年 齢， 病 理 組 織 学 的 所 見 （線 維

化）の 推 移， そ の 間 隔（年）， 輸 血 歴 の 有 無 を 示 す．

表 １ 対 象３６例 の 内 訳 と病 理 組織 学 的 肝 線維 化（Ｓｔａｇｅ）の 推 移

症例 初回肝生検

性 年 齢 Ｓｔａｇｅ

線 縫 化（Ｓｔａｇｅ｝の 推 移

１０年

観察 期間
線維化指数 輸 血歴
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・ ： 鐵 治 療 歴
，

覚 醒 剤 歴 を 有 す る も の，

ＨＣＣ ：ｈｅｐａｔｏｃｅｌＭ ａｒ ｃａｒｃぬｏｍａ，

線 維 化 進 行 猪 数 ：（最 終 肝 生検 の Ｓｔａｇｅ一 初 回 肝 生 検 の Ｓｔａｇｅ）／観 察 期 間（隼）
．

但 し
，

観 察 期 間 は
，

線 維 化 の 推 移 の み で
，

ＨＣＣ は 含

ま な い
．

一７５１ 一



鍵

譲嚢 繍灘綴織繋鱒譲麟簸 鞘 磁 繊 鰹 鋤 譲麟鑑嬢鱒騨綴縫 徴 §嬢竃顯 削灘鐙綴鐙 鋤

蟻置餐籔簿 窃嚢至繊籔籔燃主搬灘嚢蘭蓋翼 籔竈竃…鷲…惹緊 竃釜謹慧蜜ヂ鍾竈欝蕾轡轄 趣蓬 餐騒雲鐵竈葦……

騒戴錐

饗

籔繍董燃

猟⑬翻愛 載婁 燃妻蟻葦燃轟…

菱 駒整繍 量繍鑑鰯 鵜蓬董徽
ξ鯉 鰯

婁 驚嚢萎董鍾 董…韮繊董匿量繊嚢 鱗護釜饗

蟻罎竈瑳蟻…葦董轟葦董鎌葦…饅 獲 激 綴妻

§ 襲蔓轟蟻磐董籔嚢饗 塁童燃婁竃嚢凝嚢 寝垂…董憲襲

徽護竈聾翻轟…竈葦燃繊鎧籔繋畿竃載 獲激 綴葦

藁 霧饅鷲建聾鴛 滋蓬醜総責滋嚢 襲夏籔董蜜

搬簸竈聾鵠竃妻葦…董曇蟹灘聾董竈 獲徽蚤菱葦

緊⑬整竃簸至 霧嚢蕊嚢餐

滋 鰯餐 亜

萎灘霧畿鰯 鰍麹竃董竈搬

慈蟻竜 雛欝 鰹欝蜜蛋轡竈義馨 婁

凝樽竃翻韮 鐵讐竃聾鐵§量婁彗⑬蕾

籔窪妻嚢繊籔濠…葦養竈 籔⑬鍾麦饗醤

慧軽薄罎蓬竈董轟竈騒… 襲襲喜萎 蓄

畿 鯛 雛

綴薮鰍桑嚢藍 繍竃茎滋議鱗 蓮

慧董…鐘籔童魏嚢 灘蟻竈藍繊……麦嚢

愁滋餐搬養嚢 蓼簑 餐竃籔嚢藍

滋欝嚢董欝籔 鰯董 餐餐蕾聾警…§

滋翻 餐畿聾載轟茎§ 蟻董 籔慈獲蟻嬰至竈 竈迂毒繍餐繊蟻籔

霊繊 饗翻茎騒望嚢籔鍾 嚢鐵聾童醒董 惹繋籔饗竃霊

饗饅蛍茎夢畿戯凝董覇鋒聾樽竈妻竃 簸簑 嚢繊聾竃籔婁・竃駈

籔㊧聾慧蕊至 嚢載纂震籔 驚繊宣 董蟻定羅竃嚢 籔碧竃鼓量迄竃籔

竃燃餐

繁馨薮糞籔茎 籔魅整蟻嚢菱驚芦灘至裳犠 薮望當姦妻婁蟹壌竃繊器騒茎

滋彗…蓬鞭童竃量⑬搬姜 瀦蟻 蟻慈箪重蟻瀬餐 鴛妻冨蕾蔑繊竈董竃

蓬葦置⑬麺騒後菱態 繊董 蟻籔欝灘蟻 導董奮聾蟻⑬竃妻餐

譲萎譲嚢蔭竈嚢慧電麹嚢竈

濠 糞嚢嚢嚢姜菱綴 惑 繍 ；

薫幸轄讐萎１嚢萎蛮棄三陰畿 義 総 由

鱗 ’

顧 翌 欝 讃 銭 鱗 糠 綴 維 鰯 録 類 鰯 灘 灘 鱒 繍 鍵 纏 織 綴

｛滋籔婁茎繊蓼繋嚢鰹蓮嚢害 淡茎鋤

菱 １綴 艦 施 畿議 鯵 秘 鴻 鰯重 膿 滋慧 鰹嬢 鯛 鮫燭 鰯

縫 縫艦 蜜 講磁 藩 愁 顯， 灘 １ 瞭 響 嬢鍬．灘饗鱗鰯 騒 綴織

孝 瞳 譲 雛 藩 愁 畿
、
一 灘 １ 欝 繊 糠 縫 総

壷
徽 １ 綴 鰯 鐙

。

一 滋婁一



３３

ま た， 線 維 化 の 進 行 し た Ｓｔａｇｅ を 間 隔 （年） で 除

した 値 を 線 維 化 進 行 指 数 と し， 病 変 進 行 の 指 標 と

し た
．

針 生 検 は， イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を と っ て

施 行 さ れ た
．

採 取 さ れ た 肝 組 織 は， ホ ル マ リ ン 固

定 後， ４μ ｍ の 連 続 切 片 と し， ｈｅｍａｔｏｘｙ１ｉれ一ｅｏｓ１ｎ

染 色 の ほ か，
Ｍａ１１ｏｒｙ， 鍍 銀， 鉄， Ｖｉｃｔｏ１ｉａ ｂ１泌ｅ 染

色 を施 行 し た
．

病 理 組 織 学 的 所 見 は，
Ｌｕｄｗｉｇ の 慢

性 肝 炎 の 診 断 基 準 （表 ２） の う ち 線 維 化 （Ｓｔａｇｅ）

に 基 づ き 検 討 し た．Ｓｔａｇｅ１は 線 維 化 の な い も の，

Ｓｔａｇｅ２は 門 脈 周 囲 に 線 維 化 を 認 め る も の， Ｓｔａｇｅ

３は 帯 状 線 維 化 を 認 め る が 小 葉 構 築 は 保 た れ て い

る も の， Ｓｔａｇｅ４は 肝 硬 変 で あ る． 今 回， Ｓｔａｇｅ２の

門 脈 周 囲 線 維 化 に 相 当 す る 症 例カミ多 く， 線 維 化 の

程 度 を ごく 軽 度 の も の と 中 等 度 以 上 の も の の 二 つ

に 大 別 し， 線 維 化 の 進 行 を よ り 反 映 す る も の と し

た． 著 者 ら の Ｓｔａｇｅ Ｉ～ Ｖ の ５ 段 階 の 典 型 的 病 理

組 織 所 見 を 図 １ に 示 す．

対 象 は 男 性２５例， 女 性１１例 で， 年 齢 は２逐歳 か ら

６１歳 （平 均４６．９±８．６歳）， ５０歳 未 満１９例， ５０歳 以

上１７例 で あ っ 花． 平 増 観 察 期 間 は９．５土４，２年 で，

線 維 化 進 行 指 数 の 平 均 は０．１０±Ｏ
．
１８で あ っ た． ま

た， 明 ら か な 輸 血 歴 を 有 す る も の は１６例 （４４％）

で あ り
，

鐵 治 療 歴， 覚 醒 剤 歴 を 有 す る も の を 合 わ

せ る と２２例 （６１％） に 及 ん だ
．

初 回 肝 生 検 を 施 行 した 年 齢 順 に 並 べ る と 表 １ の

ご と く， ５０歳 を 超 え る と 線 維 化 の 進 行カミ加 速 す る

傾 向カミ認 め ら れ た た め， ５０歳 未 満 （５０歳 未 満 群）

と５０歳 以 上 （５０歳 以 上 群） の ２ 群 に 分 け， 線 維 化

の 自 然 経 過 を 比 較 検 討 した．

結 果 は 平 均 値 士 標 準 偏 差 で 示 し， 有 意 差 検 定 は

Ｓｔ ωｅｎｔ－ｔｔｅｓｔ に て ５ ％ を 棄 却 率 と し だ．

結 果

図 ２ に５０歳 未 満 群１９例 の 病 理 組 織 学 的 所 見 （線

維 化）の 加 齢 に よ る 推 移 を 示 す． 内 訳 は 男 性１３例，

女 性 ６ 例 で， 平 均 観 察 期 間 は１０．２土５．Ｏ年 で あ っ

た． 初 回 肝 生 検 に お け る 線 維 化 の Ｓｔａｇｅ は， Ｉ は

０ 例， ＩＩ は ８ 例， ＩＩＩは ９ 例， Ｉｙ は ２ 例
， とＩＩ・ ｎＩ

が 多 か っ た．

Ｓｔａｇｅ が 小 さ く な っ た も の を 改 善， 変 わ ら な い

も の を 不 変， 大 き く な っ た も の を 増 悪 と し， 線 維

化 進 行 指 数 の 比 較 を 表 ３ に 示 す． 改 善 例 は ４ 例

（２１％） の み で， ＳｔａｇｅＩＩ か ら Ｉ が ２ 例， ＳｔａｇｅＩＩＩ

か ら Ｈ カ河 例， ＳｔａｇｅＩＶ か らＩＩ互が １ 例 で， 不 変 と

増 悪 は３２％， ４７％ と 大 差 は な か っ た． ま た， Ｓｔａｇｅ

ｙ ま で 進 行 し た の は２ 例 の み で， 線 維 化 進 行 指 数

の 平 均 はＯ．０８土Ｏ．１２と 進 行 は 緩 徐 で あ っ た．

そ れ に 対 し， ５０歳 以 上 群１７例 は， 男 性１２例， 女

性 ５ 例， 平 均 観 察 期 間 ほ９．２±３．７年， 初 回 肝 生 検

で は， Ｉ は ２ 例， ＩＩは ６ 例， ＩＩＩは ３ 例， ＩＶ は ７ 例

と 既 に 進 行 して い る 例 が 多 い． 改 善 例 は ＳｔａｇｅＩＶ

か らＩＩ の １ 例 の み で， ３ 例 （１８％） カミ不 変， １３例

（７６％） カ§増 悪 し
， 平 均 線 維 化 進 行 指 数 は０．１６±

Ｏ．２２で あ っ た（図 ３）． ２ 群 間 で 線 維 化 進 行 指 数 の

差 に 有 意 差 は 認 め な か っ た が， ５０歳 以 上 群 で 観 察

期 間 が 短 い に も 関 わ ら ず 大 き い 値 を 示 した こ と よ

り 進 行 傾 向 の 差 は 顕 著 と 思 わ れ た
．

１０年 以 上 経 過 を 観 察 し え た１４例 で は， ５０歳 未 満

群 ８ 例， ５０歳 以 上 群 ６ 例 で， 線 維 化 進 行 指 数 は そ

れ ぞ れＯ．０５， ０．１３と５０歳 以 上 群 で 蔦 い （表４）
．

し

か し， ５０歳 未 満 群 で１０年 以 上 経 過 し て い る 例 で は

線 維 化 の 進 行 は か え っ て 遅 か っ た
．

表 ５ に 肝 癌 を 含 め た 自 然 経 過 を 示 す． 当 院 で は

対 象３６例 申， 病 理 組 織 学 的 に 治 癒 に 至 っ 花 症 例 は

な く， 慢 性 肝 炎 （不 変）５３％， 肝 硬 変 進 行 例２２％，

肝 癌 合 併 例２５％ で あ っ た
．

５０歳 未 満 群 で は， 肝 癌，

肝 硬 変 に 進 行 した の は そ れ ぞ れ ２ 例 の み で， ７８％

が 慢 性 肝 炎 に と ど まっ て い た の に 対 し
， ５０歳 以 上

群 で は， ６ 例 （３５％） カミ肝 硬 変， ７ 例 （姐 ％） が

肝 癌 に 進 行 し た．

考 察

Ｃ 型 慢 性 肝 炎 の 病 理 組 織 分 類 と して は， 犬 山 分

類３）カミー 般 的 で あ り， ｃｈｒ㎝ｉｃｐｅｒｓ１ｓｔｅｎｔｈｅｐａｔｉｔｉｓ

（ＣＰ Ｈ） と ｃｈｒｏｎｉｃ ａｃｔｉｖｅｈｅｐａｔｉｔｉｓ （ＣＡＨ） に 分

類 さ れ， 更 に ヨ ー ロ ッ パ 分 類４）で は， ＣＡＨ ば 削 り

取 り の 壊 死 の 有 無 に よ っ て２Ａ と２Ｂ に 分 け ら れ

る． しか し， 客 観 性 に 乏 し く 診 断 医 に よ り 分 類カミ

異 な る こ と も 多 い． ま た， Ｋ烈ｏｄｅ１１ ら の Ｈ ＡＩ

ＳＣｏｒｅ５）も， 多 項 目 の 程 度 分 類 の 和 で 評 価 さ れ る た

め， 最 終 的 な ＳＣｏｒｅカミ必 ず し も 病 態 を 反 映 し な い

こ と が 指 摘さ れ て い た
．

こ の た め， 組 織 診 断 に 客

観 性 を 持 た 量， 炎 症 活 動 性 と 線 維 化 の 程 度 に よ り
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図 ２ ５０歳 末 満群 に お け る病 理 組 織学 的 肝 線維 化 （Ｓｔａｇｅ） の 加 齢に よ る 推 移

表 ３ ５０歳 未満 群， ５０歳以 上 群 にお け る 病理 組 織 学 的

肝 線維 化（Ｓｔａｇｅ）の 推 移 と線 維 化 進行 指 数

年 齢 ５０歳 未 満 群 ５０歳 以 上 群

進行 線維化の推移

茎Ｉ→ Ｉ ２

４
改 善 ＩＨ→ＩＩ 工

（２王％）

Ｗ →ＨＩ 王

芸Ｉ→ＩＩ ２

不 変 狐 →ＩＩＩ ３
６

（３２％）
Ｗ →ＩＶ １

ＩＩ坤ＩＩＩ ２

ＩＩ→ＩＶ １

ＩＩ→ Ｖ １

９
増 悪 ＩＩＩ→ＩＶ ３

（ゑ７％）

ＩＩＩ→ Ｖ ２

線 維 化 進 行 Ｏ．０８± ０．１２

指数の 平均

ＮＳ： 有 意 差 な し
．

線維化 の推移
合計

１ ５
ｗ →亘Ｉ １

て６％） （１４％）

３ ９
互Ｖ→ Ｗ ３

（１８％） （２５％）

Ｉ → Ｖ ２

ＩＩ吋Ｉ巫 ２

ＩＩ→ＩＶ ２

１３
ＩＩ→ Ｖ １

（７６％）

互ｎ吋 Ｗ ２

ＩＩＩ→ Ｖ １

ＩＶ→ Ｖ ３

ＮＳ

０．１６ヨヒ０．２２

２２

（６１％）

評 価 す る た め に 新 し い 分 類カ§提 唱 さ れ た わ け で あ

る６）７；
． 門 脈 周 囲 線 維 化 は， 削 り 取 り 壊 死 や 小 葉 内

の 炎 症 と も よ く 相 関 す る と 言 わ れ て お り８）
， 今 回

は， 線 維 化 の 程 度 に 着 目 した． ま だ， 線 維 化 の 進

行 を よ り 反 映 さ せ る た め に， 表 ２ の Ｓｔａｇｅ ２を 門

脈 周 囲 線 維 化 の 程 度 で 二 つ に 分 け る ５ 段 階 の 分 類

を 試 み た．

一 般 に， Ｃ 型 肝 炎 の 自 然 経 過 で の 病 理 組 織 学 的

所 見 の 推 移 は， 改 善 例 は 少 な く， ９０％ 以 上 が 不 変

ま た は 増 悪 で あ る と い わ れ て い る９）
．

Ｙ ㎝ｓηｆ ら１０）

は， ヨ ー ロ ッ パ 分 類 に よ り， ＣＰＨ で は 不 変 と 増 悪

が 同 数 で あ り，
ＣＡＨ で は 増 悪 例カミ多 い こ と を 示

し た
．

我 々 の 症 例 で は こ れ に 比 し， 不 変 ・ 増 悪 例

が 少 な いカミ，３６例 中２４例カ§ＩＦＮ 療 法 の 適 応 を 決 め

る だ め に 肝 生 検 を 施 行 さ れ て お り， 臨 床 症 状，
血

液 生 化 学 検 査， 腹 部 超 音 波 検 査 に よ り 明 ら か に 肝

硬 変 ・ 肝 癌カ 擬 わ れ る 症 例 は， 予 め 除 外 さ れて い

る た め と 考 完 ら れ る
．
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図３ ５０歳以 上 群 に おけ る 病 理組 織 学 的肝 線 維 化 （Ｓｔａｇｅ） の加 齢 によ る 推 移

表４ １０年以上長期経過観察例の線維化進行指数 考 乏 ら れ るカミ， 年 齢 で 分 類 す る こ と によ り 興 味 深

年麟 い 結 果 を 得 た
．

Ｌω ｗｉｇ の 慢 性 肝 炎 の 新 し い 分 類

観察 ５０歳未満 群 ５０歳以圭群 合計
期間 を 一 部 細 分 化 し， 病 理 組 織 学 的 に 線 維 化 の 推 移 を

１ぶ 批１１１１青：１葺：：：；仲１：㍗ 籔 蟻 篇篇１鱒
す る こ と を 示 し た．

ＮＳ
矢 野 ら１１）の 結 果 で も， Ｃ 型 慢 性 肝 炎 病 初 期 の 病

ＮＳ： 有 意 差 な し
．

理 組 織 学 的 増 悪 は 緩 徐 で， あ る 時 期 よ り 急 速 に 進

行 す る と あ り， 当 院 の 成 績 と 同 様 で あ っ た． ま た，表 ５ Ｃ型 慢 性 肝炎 か ら肝 硬 変， 肝 癌進 行 例の 検 討
５０歳 か ら 進 行 が 加 速 さ れ る の は， 老 化 によ る 免 疫

５０歳宋満群 ５０歳以上群 含計 カ の 低 下， 或 い は 線 維 化 の 進 行 を 抑 制 す 肴 何 ら か

慢性 肝炎 １５（７８％） ４（２４％） ユ９（５３％）
の 因 子 の 低 下１２）と 関 連 カミあ る こ と が 推 定 さ れ る．

肝 硬 変 ２（１１％） ６（３５％） ８（２２％）

肝 癌 ２（１１路） ７（姐％） ｇ（２５％）
ま た， １０年 以 上 経 過 を 観 察 し え た 症 例 の 線 維 化 進

行 指 数 は５０歳 以 上 群 で 高 いカ宝， ５０歳 未 満 群 で１０年

以 上 経 過 して い る 例 で は 線 維 化 の 進 行 は か え っ て

当 院 の 対 象 は 全 体 の 自 然 経 過 の 傾 向 を 検 討 す る 遅 く， 短 期 間 で も 急 速 に 進 行 す る 群 と は何 ら か の

に は 不 変 ・ 増 悪カミ過 小 評 価 さ れて い る た め 不 適 と 背 景 因 子カ漢 な る と 考 乏 ら れる． 今 後，
ＲＮＡ 量，
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３６

ＨＣＶ サ ブタ イ プ 等 に つ き 検 討カ泌 要 で あ る．

我 カ 潤 は， Ｂ 型， Ｃ 型 肝 炎 カミ多 く， そ れ に は 我 カ§

国 特 有 の 歴 史 的 事 情， す な わ ち， ３０～４０年 前 の 輸

血・ 注 射 の 多 用， 消 毒 の 不 徹 底， 覚 醒 剤 ・入 れ 墨 ・

鐵 の 増 加 に 負 う と こ ろ が 大 き い と 言 わ れ て い

る１３）
．

Ｃ 型 慢 性 肝 炎 は， 自 覚 症 状 に 乏 し く 検 診 な ど

で 偶 然 に 発 見 さ れ る こ とカ§多 い わ け だカ§， 多 く の

患 者カ 濾 速 に 線 維 化カ§起 こ る 時 期 に 至 っ て い る 可

能 性 が 高 い．

１９９２年 １月，我 が 国 に お い て ＩＦＮ が 保 険 適 応 に

な っ て 以 来， こ の 抗 ウイ ル ス 作 用 に よ り 修 飾 さ れ

多 く の Ｃ 型 慢 性 肝 炎 の 自 然 経 過 は 追 え な く なっ

て い る． ま た， 有 効 率 は３０％ 以 下 で あ り， 投 与 計

画 な ど 課 題 も 多 く 残 さ れ て い る．
ＩＦＮ 療 法 の 治 療

効 果 の 予 測 因 子 と し て ＨＣｙ－ＲＮ Ａ 量亘４）・ サ ブ タ

イ プ蝸）カ 種 要 で あ る が， 肝 組 織 病 変 の 進 行 度， 持

に， 線 維 化 の 程 度 と の 関 連 を 指 摘 す る 報 告 も 多

い１６閉
．

加 齢 に よ り あ る 時 点 か ら 肝 線 維 化 が 加 速

さ れ る こ と を 考 慮 す る と， 免 疫， 生 化 学 的 手 法 を

用 い てＩＦＮ 療 法 の 有 効 性 と 線 維 化 の 進 行 の 程 度

を 検 討 す る こ と は 重 要 で あ る と 考 完 ら れ た
．

結 論

１） ＩＦＮ 療 法 施 行 前 に ５ 年 以 上 の 間 隔 で 肝 生 検

を 施 行 し た Ｃ 型 慢 性 肝 炎 患 者３６例 を 対 象 と し， そ

の年齢による線維化の推移を病理組織学的に比較

検 討 し た
．

２） ５０歳 未 満 群 の 線 維 化 進 行 指 数 は０．０８に 対 し，

５０歳 以 上 群 で は０．１６と 高 い． Ｃ 型 慢 性 肝 炎 の 自 然

歴 に お い て は， ５０歳 よ り 肝 線 維 化 が 急 速 に 進 行 す

る こ とカ§明 ら か と な っ 淀．

３） １０年 以 上 経 遇 を 観 察 し 完 た１４例 の 線 維 化 進

行 指 数 は， ５０歳 未 満 群０１０５， ５０歳 以 上 群０．１３で，

５０歳 以 上 群 で 高 い
．

５０歳 未 満 群 で１０年 以 上 経 過 し

て い る 例 で は 線 維 化 の 進 行 は か 支っ て 遅 く， 短 期

間 で も 急 速 に 進 行 す る 群 と は 何 ら か の 背 景 因 子カ§

異 な る と 考 え ら れ だ
．

４） 今 後， ＩＦＮ 療 法 の 有 効 性 と 肝 線 維 化 の 進 行

の 程 度 の 関 連 を 免 疫， 生 化 学 的 に 検 討 す る こ と は

重 要 で あ る と 考 え ら れ た
．
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